
【報告】 第１回地域ネットワーキングフォーラム ２０２５年２⽉８⽇ （東京・品川）  

NEO-K 研修部会主催の第 1 回地域ネットワーキングフォーラム 「外国⼈材に選ばれ、定

着してもらう地域を⽬指して ―これからの就労⽀援・⽇本語⽀援に求められる⼈材とは―」

を開催しました。 

 

 就労を⽬的として来⽇した⽅々が、⾔語やコミュニケーションの問題を乗り越えて スキ

ルや能⼒を⼗分に発揮するためには、職場や社会をどのように整備すればよいか、 また、

地域や就労現場に関わることができる⽇本語教師を どのように育成し、現場につなげてい

くかについて議論しました。 

 

 前半のパネルセッションでは、まず、⽇本国際協⼒センター（JICE）の平⼭智之様より 就

労分野の⽇本語教育に求められる能⼒についてお話しいただきました。 教師の実践⼒を⾼

めるには、研修を受講するだけでなく、 研修後に実践の振り返りを続けることが重要であ

ること、 中堅⽇本語教師のブラッシュアップには、実践事例の共有や、 意⾒交換の機会が

必要とのご指摘を頂きました。 また、就労の⽇本語教育現場につながれない教師がいるこ

とが課題として挙げられ、 教師育成のみならず、企業や就労⽀援機関が⽇本語教育を適切

に活⽤できる仕組みやネットワークの構築も重要であるとのお話がありました。 

 



茨城県外国⼈材⽀援センターの⼤⼭穣様からは、 企業が外国⼈雇⽤において直⾯する課題

を挙げ、 課題を解決するには、外国⼈材採⽤の背景やメリットを企業内で共有し、 外国⼈

材採⽤の理解を促進する研修が必要というお話がありました。 また、就労分野の⽇本語教

育は、現場ごとに必要な⽇本語スキルが異なるため、 それに対応できる⽇本語教師の育成

が重要という指摘がありました。  

 

社会福祉法⼈北養会理事の伊藤浩⼀様からは、 外国⼈介護⼈材に⻑く働いてもらうために

はコミュニケーションが⾮常に重要であり、 そのために⽇本語教育が重要であるとのコメ

ントを頂きました。 留学⽣アドバイザー兼介護福祉⼠の Mai Ha Thu 様からは、 専⾨学

校では介護の専⾨⽤語・知識が必要で、 ⽇本語教師のサポートが⼤きな役割を果たすとい

うお話がありました。 ⽇本語専任教員の今瀬裕可⾥様からは、多様な業務内容が紹介され、 

外国⼈介護職員への⽇本語学習⽀援の具体例を挙げていただきました。  

 

後半のグループディスカッションでは、 ⽇本語教師・研究者、学⽣だけでなく、企業の外

国⼈材ご担当者や⾏政関係者など、 様々な専⾨・⽴場の⽅にご参加いただき、参加者それ

ぞれの⽴場から、 ⽇本語教育を就労⽀援の枠組みの中でどう活⽤すべきか、 意⾒や情報の

共有が⾏われ、分野を超えて議論を深めることができました。 

 



 

 

 

 

 


